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Ⅰ. 流動性カバレッジ比率に関する定性的開示事項
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1. 連結流動性カバレッジ比率に関する定性的開示事項
(1)時系列における連結流動性カバレッジ比率の変動に関する事項
・2020年3月期の連結流動性カバレッジ比率は、ホールセール無担保資金調達に係る資金流出額の増加を主因に、2019年12月期
対比1.7ポイント低下し、126.6％となりました。
・2019年3月期の連結流動性カバレッジ比率は、ホールセール無担保資金調達に係る資金流出額の増加を主因に、2018年12月期
対比20.4ポイント低下し、138.2％となりました。

(2)連結流動性カバレッジ比率の水準の評価に関する事項
連結流動性カバレッジ比率の平均値は、流動性カバレッジ比率に関する基準の規制水準を上回って推移しており、流動性リス
ク管理上、問題ないと認識しております。

(3)算入可能適格流動資産の合計額の内容に関する事項
・算入可能適格流動資産の通貨又は種類等の構成に著しい変動はありません。

(4)その他連結流動性カバレッジ比率に関する事項
・流動性カバレッジ比率告示第29条に定める「適格オペレーショナル預金に係る特例」は適用しておりません。
・流動性カバレッジ比率告示第38条に定める「シナリオ法による時価変動時所要追加担保額」は適用しておりません。
・連結対象子会社については、流動性カバレッジ比率の水準への影響が極めて小さい小規模の連結子法人等とし、簡便的な取扱い
をしております。
・平均値算出にあたり、日次データを使用せず、前月末データを使用している項目は以下の通りです。
　 安定・準安定預金の判定及びリテール・ホールセールの判定を行う属性データ
　 個人及び中小企業等の当座貸越に関わる与信ファシリティ金額

2. 単体流動性カバレッジ比率に関する定性的開示事項
(1)時系列における単体流動性カバレッジ比率の変動に関する事項
・2020年3月期の単体流動性カバレッジ比率は、ホールセール無担保資金調達に係る資金流出額の増加を主因に、2019年12月期
対比1.4ポイント低下し、127.9％となりました。
・2019年3月期の単体流動性カバレッジ比率は、ホールセール無担保資金調達に係る資金流出額の増加を主因に、2018年12月期
対比21.3ポイント低下し、139.4％となりました。

(2)単体流動性カバレッジ比率の水準の評価に関する事項
単体流動性カバレッジ比率の平均値は、流動性カバレッジ比率に関する基準の規制水準を上回って推移しており、流動性リス
ク管理上、問題ないと認識しております。

(3)算入可能適格流動資産の合計額の内容に関する事項
・算入可能適格流動資産の通貨又は種類等の構成に著しい変動はありません。

(4)その他単体流動性カバレッジ比率に関する事項
・流動性カバレッジ比率告示第29条に定める「適格オペレーショナル預金に係る特例」は適用しておりません。
・流動性カバレッジ比率告示第38条に定める「シナリオ法による時価変動時所要追加担保額」は適用しておりません。
・平均値算出にあたり、日次データを使用せず、前月末データを使用している項目は以下の通りです。
　 安定・準安定預金の判定及びリテール・ホールセールの判定を行う属性データ
　 個人及び中小企業等の当座貸越に関わる与信ファシリティ金額

Ⅱ. 流動性リスクに関する開示事項
1. 流動性に係るリスク管理の方針及び手続の概要に関する事項
流動性リスクは銀行が存続する上で最も基本的かつ重要なリスクであるとの認識のもと、資金繰りにおいて市場調達に過度に依存
することのないよう管理するほか、速やかに資金化できる資産を一定水準以上保有する等により流動性リスクに備えることを基本方
針としています。
流動性リスク管理にあたっては、当行を取巻く環境変化など流動性リスクに与える要因の特定・分析・評価をもとに、年度ごとに

「流動性リスク管理方針」を策定し取締役会の承認を得ております。「流動性リスク管理方針」では、流動性リスク管理における限度
枠等を定め、流動性リスク統括部署において日次で管理しています。
流動性リスクの状況については、定期的にALM・統合リスク管理委員会、ALM・統合リスク管理会議及び取締役会に報告していま
す。
　
2. 流動性に係るリスク管理上の指標に関する事項
当行では、資金繰りの逼迫度を「通常時」「懸念時」「危機時」に区分し、資金繰り逼迫度に応じた対応策や体制を定めております。
リスク管理指標として、円貨では即時資金化可能な資産と1週間以内に資金化可能な資産に分け、最低保有額を定めております。ま
た、外貨では資金繰り逼迫度区分に応じた向こう1週間と向こう4週間における調達限度額を定め、過度な市場調達や短期調達となら
ないように管理しております。

3. その他流動性に係るリスク管理に関する事項
特に外貨調達は市場調達の割合が高いことから、複数の取引先とコミットメント形式の通貨スワップ契約を締結し、市場環境の悪
化などに備えております。
また、流動性ストレス時の対応として「非常事態マニュアル（金融危機編）」を定め、緊急時に迅速かつ適切な対応を図る体制を整
備しております。
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Ⅲ. 流動性カバレッジ比率に関する定量的開示事項
1. 連結流動性カバレッジ比率

(単位：百万円、％、件)

項目 2020年３月期 2019年12月期

適格流動資産（１）

1 適格流動資産の合計額 2,295,719 2,218,851

資金流出額（２） 資金流出率を
乗じる前の額

資金流出率を
乗じた後の額

資金流出率を
乗じる前の額

資金流出率を
乗じた後の額

2 リテール無担保資金調達に係る資金流出額 5,146,642 395,034 5,068,321 390,349

3 うち、安定預金の額 1,774,455 53,233 1,729,372 51,881

4 うち、準安定預金の額 3,371,192 341,801 3,337,965 338,468

5 ホールセール無担保資金調達に係る資金流出額 2,427,410 1,595,399 2,319,885 1,510,942

6 うち、適格オペレーショナル預金の額 ― ― ― ―

7 うち、適格オペレーショナル預金及び負債性有価証券以外のホール
セール無担保資金調達に係る資金の額 2,234,029 1,402,018 2,108,120 1,299,177

8 うち、負債性有価証券の額 193,380 193,380 211,765 211,765

9 有担保資金調達等に係る資金流出額 13,352 9,403

10 デリバティブ取引等、資金調達プログラム及び与信・流動性ファシリ
ティに係る資金流出額 1,967,814 315,238 1,980,289 315,526

11 うち、デリバティブ取引等に係る資金流出額 107,354 107,354 104,044 104,044

12 うち、資金調達プログラムに係る資金流出額 ― ― ― ―

13 うち、与信・流動性ファシリティに係る資金流出額 1,860,459 207,883 1,876,245 211,482

14 資金提供義務に基づく資金流出額等 54,419 45,611 42,926 34,741

15 偶発事象に係る資金流出額 33,645 672 35,490 709

16 資金流出合計額 2,365,308 2,261,673

資金流入額（３） 資金流入率を
乗じる前の額

資金流入率を
乗じた後の額

資金流入率を
乗じる前の額

資金流入率を
乗じた後の額

17 有担保資金運用等に係る資金流入額 ― ― ― ―

18 貸付金等の回収に係る資金流入額 623,843 376,384 599,862 350,523

19 その他資金流入額 216,728 176,458 225,197 182,027

20 資金流入合計額 840,572 552,842 825,060 532,551

連結流動性カバレッジ比率（４）

21 算入可能適格流動資産の合計額 2,295,719 2,218,851

22 純資金流出額 1,812,466 1,729,122

23 連結流動性カバレッジ比率 126.6 128.3

24 平均値計算用データ数 58 62
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2. 単体流動性カバレッジ比率
(単位：百万円、％、件)

項目 2020年３月期 2019年12月期

適格流動資産（１）

1 適格流動資産の合計額 2,295,719 2,218,851

資金流出額（２） 資金流出率を
乗じる前の額

資金流出率を
乗じた後の額

資金流出率を
乗じる前の額

資金流出率を
乗じた後の額

2 リテール無担保資金調達に係る資金流出額 5,146,646 395,035 5,068,325 390,350

3 うち、安定預金の額 1,774,455 53,233 1,729,372 51,881

4 うち、準安定預金の額 3,371,196 341,801 3,337,969 338,469

5 ホールセール無担保資金調達に係る資金流出額 2,440,255 1,608,244 2,333,400 1,524,456

6 うち、適格オペレーショナル預金の額 ― ― ― ―

7 うち、適格オペレーショナル預金及び負債性有価証券以外のホール
セール無担保資金調達に係る資金の額 2,245,099 1,413,088 2,120,264 1,311,320

8 うち、負債性有価証券の額 195,156 195,156 213,135 213,135

9 有担保資金調達等に係る資金流出額 13,352 9,403

10 デリバティブ取引等、資金調達プログラム及び与信・流動性ファシリ
ティに係る資金流出額 2,005,534 330,326 2,017,341 330,347

11 うち、デリバティブ取引等に係る資金流出額 107,354 107,354 104,044 104,044

12 うち、資金調達プログラムに係る資金流出額 ― ― ― ―

13 うち、与信・流動性ファシリティに係る資金流出額 1,898,179 222,971 1,913,297 226,302

14 資金提供義務に基づく資金流出額等 22,618 13,809 14,425 6,240

15 偶発事象に係る資金流出額 33,645 672 35,490 709

16 資金流出合計額 2,361,441 2,261,507

資金流入額（３） 資金流入率を
乗じる前の額

資金流入率を
乗じた後の額

資金流入率を
乗じる前の額

資金流入率を
乗じた後の額

17 有担保資金運用等に係る資金流入額 ― ― ― ―

18 貸付金等の回収に係る資金流入額 638,286 390,737 613,362 363,942

19 その他資金流入額 216,338 176,067 225,210 182,039

20 資金流入合計額 854,624 566,804 838,572 545,982

単体流動性カバレッジ比率（４）

21 算入可能適格流動資産の合計額 2,295,719 2,218,851

22 純資金流出額 1,794,636 1,715,525

23 単体流動性カバレッジ比率 127.9 129.3

24 平均値計算用データ数 58 62


